
多摩病院合成空気供給装置リプレース整備委託仕様書 

 
１ 件名 

多摩病院合成空気供給装置リプレース整備委託 

 

２ 履行場所 

川崎市多摩区宿河原１－３０－３７ 川崎市立多摩病院 

 

３ 履行期間 

契約締結日から令和９年３月３１日まで 

 

４ 業務概要 

川崎市立多摩病院（以下「病院」という。）に設置している合成空気供給装置の警報監

視盤内部部品、合成空気供給系統部品及び混合装置制御盤本体のリプレース整備を委託

するもので、合成空気供給装置のリプレース整備中は合成空気が利用できなくなること

から、仮設用酸素容器を準備し、バックアップ合成空気として供給すること。 
 
５ 対象装置 

病院に設置している合成空気供給装置（詳細については別紙のとおり） 
 
６ 委託業務内容 

本委託業務は、合成空気の安定供給のため装置のリプレース整備を行うものであり、次

の（１）から（６）までに掲げる項目に準じて、合成空気供給装置のリプレース整備を行

い、その結果を業務報告書として提出する全業務とする。 
（１）作業内容については、合成空気供給装置の警報監視盤内部部品、合成空気供給系統部

品及び混合装置制御盤本体のリプレース整備を行うこと。詳細については別紙のとお

りとする。なお、合成空気供給装置のリプレース整備中は、病院１階の合成空気製造室

付近（発注者指定場所）に仮設用酸素容器（カ―ドル）を準備し、バックアップ合成空

気として供給（合成空気８m3／ｈ）すること。 
（２）本委託業務に必要な費用、機器、消耗品、取替部品、安全器具及び資材等（以下「機

器等」という。）は、受注者の負担とする。 
（３）機器等の搬入搬出（揚重含む。）、運搬、養生、撤去、廃棄、片付け清掃及び作業区画

表示等についても本委託業務に含まれるため、事前に確認を行うこと。また、仮設足場

及び仮設電源が必要な場合も本業務に含まれる。 
（４）受注者は、正常動作を確認の上、発注者に引き渡すこと。使用に問題がある場合は、

修正した上で引き渡すこと。なお、試運転は、発注者及び病院職員立会のもと、他の設



備に影響を及ぼさないよう、安全対策を講じてから実施すること。 
（５）本委託業務により既設設備の性能を維持すること。既設設備の機能に影響を及ぼさな

いようにすること。既設設備において受注者の故意又は過失により不具合等が生じた

場合は、受注者の負担と責任において対応すること。 
（６）本委託業務中に発生した産業廃棄物は、関係法令に従い受注者にて適切に処理を行う

ものとする。 
 
７ 業務計画書の提出及び承認 

受注者は、本委託業務の実施に当たり、業務計画書を速やかに提出し、発注者及び病院

と必要な回数の協議を行い、その承認を受けること。 
 
８ 安全管理 
（１）業務の実施に当たり、作業従事者に安全教育の周知徹底を図ること。また、災害等が

発生しないよう必要な対策を講じるとともに、万一災害等が発生した場合は、受注者の

負担と責任において対処すること。 
（２）業務の実施に当たり、人体に害を及ぼさないよう必要に応じて安全対策を講じること。 
（３）引火性のあるクリーニングスプレー、油脂類、有機溶剤を使用する場合は、十分に換

気を行い発火防止及び吸引による中毒防止に努めること。 
（４）高所作業に当たっては、作業床を配置し、安全帯を使用する等、墜落防止の措置を講

じること。 
（５）長尺物は立てたり、肩に担ぐことがないようにすること。複数人により腰下で運搬す

ること。 
（６）重量物は複数人で運搬し、作業従事者単独での運搬は厳禁とする。 
 
９ 関係法令の遵守 

 受注者は、本委託業務を遂行するに当たり、関係法令を遵守し、市民の信頼を失うこと

のないよう細心の注意を払うこと。 
 

10 完了届等の提出 

 受注者は、本委託業務終了後、速やかに所定の様式による完了届及び業務報告書を発注

者に提出し、本委託業務の履行状況について検査を受けること。 
 

11 委託料の請求及び支払方法について 
受注者は、前項の検査に合格後、発注者の指定する方法で、当該委託料を請求するもの

とすること。 
 



12 その他 
（１）仕様書は、委託の概要を示すものであり、仕様書に明記なき事項についても、本委託

業務を実施する上で、当然必要と認められる業務は、これを実施するものとする。また、

受注者は、委託契約約款に基づいて、本委託業務を実施すること。 
（２）受注者は、業務上知り得た情報を第三者に漏らしてはならない。契約の解除又は終了

後においても同様とする。 
（３）新型コロナウイルス感染症防止対策のため、作業員全員に対し検温及び健康管理を必

ず実施し、発熱又は体調不良の諸症状がある場合には、病院への立ち入りを禁止する。

また、作業者は、こまめにアルコール消毒や手洗いを行い、マスク着用で作業を行うこ

と。 
（４）受注者は、入退館、借用品（鍵、現場据付治具類、関係図面類等）の取扱い等につい

て、発注者及び病院職員と事前に打合せを行うこと。機器等の搬入、作業員の入退館、

トイレ、各階への昇降等は、事前に指示された場所や方法を遵守し、敷地内（駐車車両

内含む。）は、全面禁煙とする。 
（５）受注者は、発注者及び病院職員の求めに応じ、逐次、業務内容を説明すること。 
（６）受注者は、病院内での作業であることを考慮し、十分な安全対策等を講じるとともに、

病院の業務に支障のないよう作業を行うこと。また、整備中の騒音、振動には、細心の

注意を払うとともに、施設の運営に支障のないよう、事前に発注者及び病院職員と調整

を行うこと。 
（７）受注者は、本委託業務に要する養生を必要に応じて自ら行うこと。また、養生作業に

ついては、建物、エレベーター、壁面、手すり、ワックス塗装、木面等を傷つけること

のないよう、事前に発注者及び病院職員と調整を行うこと。 
（８）受注者は、本委託業務を実施するに当たり、事前に業務責任者を選任し、発注者及び

病院に届け出るとともに、その選任された業務責任者を通じ、連絡、作業が適正に行え

るようにすること。また、法令による資格等を必要とする場合は、技術者経歴書を提出

すること。 
（９）作業員として必ず専門技術者を配置し、現場体制表（組織表）に示すこと。 
（10）受注者は、委託業務実施中に事故が発生した時は、その理由にかかわらず、直ちにそ

の状況、処理対策等を発注者及び病院に報告し、応急措置を加えた後、発注者及び病院

に書面により詳細な報告及びその後の対策案を提出すること。 
（11）仕様書に記載のない事項や発生した疑義については、適宜発注者との協議に応じるこ

と。 





別紙





交換対象は下記のとおり





【参考】仮設用酸素容器（カードル）　外観図


